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 2014 年９月２８日 (日) 13:00 – 17:00 日時 

会場 帝京大学板橋ｷｬﾝﾊﾟｽ 大学棟本館２F 209教室 
東京都板橋区加賀２－１１－１ 

 JR埼京線「十条駅」下車、徒歩 10分 

 JR京浜東北線「王子駅」下車 
国際興業バス6番のりば 板橋駅行10分、 
「帝京大学病院」下車 

再来する災害。 再生する社会。 

災害に対するレジリエンスの向上に向けて 

日本学術会議主催 公開シンポジウム 

 
主催 日本学術会議   共催 帝京大学 

後援 日本公衆衛生学会／(公社)日本地球惑星科学連合／地理学連携機構 

お問い合せ先 帝京大学大学院公衆衛生学研究科 事務局 : yukamei@med.teikyo-u.ac.jp 

入場無料 (どなたでも参加可能) 

どなたでの 

会場案内 

参加申込み不要 

どなたでの 

http://www.teikyo-u.ac.jp/access/itabashi.html 

モデレーター　竹内 武昭/帝京大学大学院公衆衛生学研究科 講師

13:00-13:05　開会の挨拶 　冲永 佳史/帝京大学学長

13:05-13:20　趣旨説明　氷見山 幸夫/日本学術会議第三部会員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北海道教育大学教育学部教授

13:20-16:30 （途中休憩あり）

レジリエンス向上への公と私の新たな役割
　岩田 修一/日本学術会議連携会員, 事業構想大学院大学教授

レジリエンス向上のための防災・減災分野の適応策
　小松 利光/日本学術会議第三部会員, 九州大学大学院特命教授･名誉教授

未来へ残すべきモノのレジリエンス
　馬渡 駿介/日本学術会議連携会員, 北海道大学名誉教授

こころのレジリエンス社会
　笠井 清登/日本学術会議連携会員, 東京大学大学院医学系研究科教授

災害からのレジリエンス – 被災者側の視点
　仁平 義明/日本学術会議連携会員, 白鴎大学教育学部教授

公衆衛生システムの改善による地域の災害レジリエンス向上
　矢野 栄二/日本学術会議連携会員, 帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授

リスク情報の多様性・多様性の下でのレジリエンス
　岩田 修一/日本学術会議連携会員, 事業構想大学院大学教授

コミュニティ防災・復活における産学官の役割
　西尾チヅル/日本学術会議連携会員, 筑波大学大学院ビジネス科学研究科教授

回復する力：被災者がつくる復興のまち
　石川 幹子/日本学術会議第三部会員, 中央大学理工学部人間総合理工学科教授

16:30-16:50　総合討論　司会：氷見山 幸夫（同上）

16:50-17:00　閉会の挨拶　矢野 栄二（同上）


